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1 はじめに

携帯電話に搭載された様々なセンサから、ユーザの

位置や姿勢などのコンテキスト情報を取得し、そのコ

ンテキストを利用したプログラムの作成を可能にする

研究が行われている [1][2][3]。例えば、「大学内にいる
ときは、自動的にマナーモードにする」などが考えら

れるが、このようなプログラムは、ユーザによって多

種多様な要求があるため、ユーザが自分自身で作成で

きることが望まれる。

しかし、エンドユーザにとってこのようなプログラ

ムを作成することは容易ではない。その理由として、

エンドユーザによるプログラミングは一般的ではなく、

プログラムの知識が不足しているという問題がある。

そのため、テキスト形式でのプログラミングのように、

前提知識が多く必要となる形式は現実的ではない。

そこで我々は、携帯電話上でコンテキスト依存プロ

グラムを記述するためのプログラミング環境である

MoCoPro(Mobile Context Programming) の開発を
行った。MoCoProは、ビジュアルプログラミング手
法を用いて、ユーザのコンテキストや携帯電話が行う

動作を視覚的に表現する。これにより、エンドユーザ

の理解を助け、プログラミングを容易にする。

2 MoCoPro

2.1 設計目標

本システムは、以下の 3つを設計目標とする。

• 携帯電話のみでプログラミング可能である

• 他のユーザのコンテキストを利用したプログラム
が作成可能である

• 携帯電話、またはネットワーク上の機能をプログ
ラムの要素として利用可能である

2.2 利用シナリオ

本システムの利用シナリオとして、以下のようなも

のが考えられる。
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• 自身のみでのプログラミング
例 : 「本屋の前を通りがかった時に、買いたい本
のリストをアラームと共に知らせる」

• 特定多数のユーザとのプログラミング
例 : 「電話代節約のため、Tomがすぐ近くにい
る時は、Tomからの電話に出ないよう警告する」

• 不特定多数のユーザとのプログラミング
例 : 「短期的なプロジェクトのために、学生の状
況を把握する掲示板を作成する」

2.3 MoCoProでのプログラムの作成手順

MoCoProでのプログラムの作成手順を、利用シナ
リオ「母と子の距離が離れた時に、アラームと画面表

示で警告する」を例にして説明する。

ECAルール

本システムでは、ECAルール [4]と呼ばれるイベン
ト駆動型ルールに従い、センサ入力やメール受信など

の携帯電話に起こるイベント（Event）、動作を実行す
るための制約条件（Condition）、制約条件が満たされ
た際に実行する動作（Action）を定義することにより
プログラミングを行う。

本システムでは、コンテキスト定義画面で、利用す

るイベントと動作を実行するために満たすべき制約条

件を定義し、動作定義画面で、制約条件が満たされた

場合に実行する動作を定義する。

コンポーネント

コンポーネントは、プログラムを構成する要素であ

る。図 1に、左から、距離・ダイアログ・加算コンポー
ネントの 3つの例を示す。
コンポーネントは矩形領域の部分であり、コンポー

ネントの上辺に接続された矢印はデータ入力、下辺は

データ出力、横辺は画面出力を表す。データ出力は、

他のコンポーネントへの入力として利用できる。

距離コンポーネントは、2つの人や物の位置を入力
とし、この間の距離がコンポーネント下部に示される

「>100m」の制約条件を満たしているかを判断する。
ダイアログコンポーネントは、データ入力から与えら

れたテキストを画面に表示するコンポーネントであり、

加算コンポーネントは、データ入力の 2つの値を加算
した結果をデータ出力とする。



図 1: コンポーネント

コンテキストの定義

コンテキスト定義画面の外観を図 2 に示す。コン
テキストの定義は、1つ以上のコンポーネントを画面
に配置することにより行う。「母と子の距離が離れて

いる」というコンテキストを記述するために、まず距

離コンポーネントを配置する。その入力として母と子

の位置データをメニューから選択する。この際使用で

きる位置データは、電話帳に登録されているユーザの

データとする。次に、このコンポーネントが満たすべ

き制約条件をコンポーネントの下部に入力する。コン

ポーネントやデータの背景色は、どのユーザのデータ

を使用しているのかを示している。コンテキストの定

義を終えれば、制約条件が満たされた際に実行する動

作を決定する。これは、既に登録されている動作を選

択するか、新規に作成する。

図 2: コンテキスト定義画面

動作の定義

動作定義画面の外観を図 3に示す。動作の定義は、
横方向に区切られた領域にコンポーネントを配置する

ことにより行う。画面の両端は画面定義部であり、こ

の部分にコンポーネントの画面出力を接続することに

より、動作を実行している際の画面の定義を行う。配

置したコンポーネントは、上から下へ向かって時系列

に実行されていく。また、同じ領域に配置されたコン

ポーネントは並列に動作する。利用シナリオの例では、

まず母と子両方のアラームを起動するように、アラー

ムコンポーネントを配置する。次に、子の携帯電話の

画面に警告を、母の画面に注意を表示するためにダイ

アログコンポーネントを配置し、画面出力を画面定義

部に接続する。動作定義画面でもコンテキスト定義画

面と同様に、ユーザごとに色分けして表示する。

図 3: 動作定義画面

プログラムの登録

コンテキストの定義と動作の定義は、1台の携帯電話
上で行う。作成したプログラムは、そのプログラムに

関連するユーザに送信される。プログラムを受け取っ

たユーザは、自身のコンテキストがどのように利用さ

れているのかや、どのような動作が実行されるのかを

確認した後、問題がなければプログラムの使用を認証

する。認証されたプログラムは、正式に登録され、各

ユーザのデータへアクセスできるようになる。

3 まとめと今後の課題

本稿では、携帯電話上でエンドユーザがコンテキスト

に依存したプログラムを記述する環境であるMoCoPro
を示した。今後は、実装したシステムの評価を行い、

インタフェースの改良を行う予定である。また、ユー

ザ操作を減らすために、過去の履歴を利用して、プロ

グラムを自動生成する機能を追加する予定である。
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